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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体部と、該本体部に連結されるとともに前記本体部に対して第１状態と第２状態とを
取りうる回転部と、からなる筐体と、
　前記回転部に設けられ、前記第１状態と前記第２状態とにおいて、外部に露出して画像
を出力する光学部と、を備え、
　前記回転部は、所定の軸に対して線対称な形状を有し、かつ、該所定の軸を回転軸とし
て回転することにより、前記第１状態から前記第２状態へと遷移し、
　前記回転部は、前記第１状態と前記第２状態において、光学部の光軸が前記所定の軸に
対して線対称となる
　ことを特徴とする携帯型光学装置。
【請求項２】
　前記光学部の光軸は、前記第１状態においては、前記筐体の１辺に直交し、前記第２状
態においては、前記筐体の１辺と隣接する他の辺に直交する
　ことを特徴とする請求項１に記載の携帯型光学装置。
【請求項３】
　当該携帯型光学装置は、制御部と、前記光学部の位置を検出する位置検出部を更に備え
、
　前記制御部は、前記位置検出部が検出した光学部の位置に基づいて、前記光学部におけ
る画像を該光学部の回転角と同じ角度分戻るように回転させる
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　ことを特徴とする請求項１または２に記載の携帯型光学装置。
【請求項４】
　当該携帯型光学装置は、制御部と、前記光学部の位置を検出する位置検出部を更に備え
、
　前記制御部は、前記位置検出部が検出した光学部の位置に基づいて、前記光学部におけ
る画像の縦横比を、前記表示部の複数の辺のうち該光学部側の辺を上方向としたときの該
表示部の縦横比と一致するように切り替える
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の携帯型光学装置。
【請求項５】
　当該携帯型光学装置は、制御部と、前記光学部の位置を検出する位置検出部を更に備え
、
　前記制御部は、前記位置検出部が検出した光学部の位置に基づいて、前記表示部の表示
方向を、該光学部側の辺が上方向となるように切り替える
　ことを特徴とする請求項３に記載の携帯型光学装置。
【請求項６】
　前記光学部は、出力可能な領域が正方形であり、該光学部における画像の長辺を正方形
の辺と対応させた縮尺で該画像を出力する
　ことを特徴とする請求項１から５のいずれか１項に記載の携帯型光学装置。
【請求項７】
　前記光学部は、画像を投影する投影部である
　ことを特徴とする請求項１から６のいずれか１項に記載の携帯型光学装置。
【請求項８】
　前記光学部は、前記筺体に着脱して交換可能である
　ことを特徴とする請求項７に記載の携帯型光学装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プロジェクタ機能やカメラ機能に用いられる光学部を備える携帯型光学装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、携帯電話やＰＨＳ（Personal Handy phone System）等の電子機器（以下、携帯
電話等と称する）に、プロジェクタ機能やカメラ機能に用いられる光学部が搭載され始め
ている。特にカメラ機能は、民生用の携帯電話の大多数に搭載されるほどに普及してきて
いる。またプロジェクタ機能は光源の問題から普及が遅れているが、近年の高輝度、低消
費電力のＬＥＤの発展、およびレーザー式プロジェクタの登場などにより、掌中に収まる
程度の大きさのプロジェクタも提供されるに至っているため、実際にプロジェクタ機能を
搭載した携帯電話も提供され始めている。これによれば、携帯電話等を携帯することで、
プロジェクタやカメラを携帯することとなる。したがって、ユーザは所望のタイミングで
携帯電話等をプロジェクタやカメラ等の携帯型光学装置として使用することができ、利便
性の向上を図ることが可能となる。
【０００３】
　上記の光学部が搭載された携帯電話等（携帯型光学装置）として、例えば特許文献１に
は、携帯電話機とプロジェクタ（光学部）とが一体化されたプロジェクタ付携帯電話装置
が提案されている。特許文献１によれば、電話の応答をしながら画像及びテキストなどの
情報を、光を利用して手の平、紙、ノート、本、壁などの任意のものに投写することがで
きる。したがって、通話を行いながら一度に多量の情報を表示して見ることができ、また
嵩張らず携帯性に優れ、更に歩きながらでも通話と同時に情報を表示するなどスピーディ
な情報確認を行うことが可能となるとしている。さらに特許文献１には、プロジェクタ部
を首振り機構付コネクタで装着することにより、プロジェクタ部の角度を調節して投写さ
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れた画面が歪まないように正しく表示することができるとしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０００－２３６３７５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、近年の携帯電話等の高機能化により、かかる携帯電話等では、表示部が大型
化および高精細化する傾向にあり、筐体の正面の半分以上の大きな面積を占めるに至って
いる。特に操作部として従来のキーボタンに代えてタッチパネルを備えた端末では、筐体
のほぼ全面に表示部を備えた構成も珍しくない。このような表示部は、筐体の表面積をよ
り有効に利用するために、極めて高い確率で長方形をしている。
【０００６】
　同様に近年の高機能化により、携帯電話等は、写真の撮影、画像の閲覧はもちろん、ビ
デオの再生、テレビ受信、ワープロやウェブブラウザ、プレゼンテーションなどを行う各
種のアプリケーションが実行可能になっており、表示部に表示する画像もさまざまになっ
ている。このような画像は、その種類や態様によって縦長画面が適していたり、横長画面
が適していたりする。
【０００７】
　しかしながら、従来の携帯型光学装置では、プロジェクタやカメラなどの光学部および
表示部は筺体に固定的に設けられていた。また特許文献１にはプロジェクタ部を首振り機
構付コネクタで装着する構成が記載されているものの、画像のゆがみを修整するためであ
って、投影方向を切り替えるものではない。
【０００８】
　本発明は、このような課題に鑑み、ユーザが光学部と表示部の両方を使用する際の利便
性を向上し、かつ大型化することなく様々な表示態様にも対応可能な携帯型光学装置を提
供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するために、本発明にかかる携帯型光学装置の代表的な構成は、筺体の
正面に配置される略長方形の表示部と、表示部の辺と平行な光軸を有し、略長方形の画像
を入力または出力する光学部と、光学部を表示部の１辺に平行な位置から他の辺に平行に
なる位置まで回転させる軸部と、を備えることを特徴とする。また上記の軸部は、表示部
の角を２分する直線と略平行に配置されるとよい。
【００１０】
　当該携帯型光学装置は、制御部と、光学部の位置を検出する位置検出部を更に備え、制
御部は、位置検出部が検出した光学部の位置に基づいて、光学部における画像を光学部の
回転角と同じ角度分戻るように回転させるとよい。
【００１１】
　当該携帯型光学装置は、制御部と、光学部の位置を検出する位置検出部を更に備え、制
御部は、位置検出部が検出した光学部の位置に基づいて、光学部における画像の縦横比を
、表示部の複数の辺のうち光学部側の辺を上方向としたときの表示部の縦横比と一致する
ように切り替えるとよい。
【００１２】
　当該携帯型光学装置は、制御部と、光学部の位置を検出する位置検出部を更に備え、制
御部は、位置検出部が検出した光学部の位置に基づいて、表示部の表示方向を、光学部側
の辺が上方向となるように切り替えるとよい。
【００１３】
　上記の光学部は、入力または出力可能な領域が正方形であり、光学部における画像の長
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辺を正方形の辺と対応させた縮尺で画像を入力または出力するとよい。
【００１４】
　上記の光学部は、画像を撮像する撮像部であるとよい。また上記の光学部は、画像を投
影する投影部であるとよい。更に、上記の光学部は、筺体に着脱して交換可能であるとよ
い。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、ユーザが光学部と表示部の両方を使用する際の利便性を向上すること
が可能な携帯型光学装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】第１本実施形態にかかる携帯型光学装置の外観図である。
【図２】第１実施形態にかかる携帯型光学装置の概略構成を示すブロック図である。
【図３】第１実施形態にかかる携帯型光学装置の使用態様図である。
【図４】回転部の回転状態を示す斜視図である。
【図５】制御部による画像の方向および縦横比の制御について説明する図である。
【図６】制御部による画像の方向および縦横比の制御について説明する図である。
【図７】制御部による画像の方向および縦横比の制御について説明する図である。
【図８】複数の回転部を着脱可能および交換可能とした例を説明する図である。
【図９】光学部の投影領域および投影画像を正方形とした例を説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施形態について詳細に説明する。か
かる実施形態に示す寸法、材料、その他具体的な数値などは、発明の理解を容易とするた
めの例示に過ぎず、特に断る場合を除き、本発明を限定するものではない。なお、本明細
書及び図面において、実質的に同一の機能、構成を有する要素については、同一の符号を
付することにより重複説明を省略し、また本発明に直接関係のない要素は図示を省略する
。
【００１８】
　また本実施形態において上方向および上下方向は、表示部を水平にしたときはユーザの
手前側が下方向、視認方向先端側が上方向であり、立面上にある投影画像や撮影画像にお
いては重力方向の上下方向をいう。
【００１９】
　なお、理解を容易にするために、以下に説明する実施形態では、携帯型光学装置すなわ
ち光学部が搭載される電子機器として携帯電話を例示する。しかし、これに限定するもの
ではなく、携帯型光学装置としては、光学部が搭載される他の電子機器、例えばＰＨＳ端
末、ノート型パーソナルコンピュータ、ＰＤＡ（Personal Digital Assistant）、スマー
トフォン、ハンディＧＰＳ、ナビゲーション装置、ネットブック等を例示することができ
る。
【００２０】
（第１実施形態）
　図１は、第１実施形態にかかる携帯型光学装置の外観図である。なお、図１（ａ）と図
１（ｂ）との差異については後述する。図２は、第１実施形態にかかる携帯型光学装置の
概略構成を示すブロック図である。以下、まず図１を参照して、第１実施形態にかかる携
帯光学装置の外観状態について説明し、その後に第１実施形態にかかる携帯光学装置の詳
細な構成および制御について詳述する。
【００２１】
　図１に示すように、第１実施形態にかかる携帯型光学装置１００（以下、光学装置１０
０と称する）の筺体は、本体部１０２と、光学部１８０を有する回転部１０４とから構成
される。回転部１０４はあたかも筐体の角を斜めにカットしたような形態となっている。
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そして、回転部１０４は、軸部１０６により回転可能に本体部１０２と連結されている。
軸部１０６は、光学部１８０を表示部１２０（図３参照）の１辺に平行な位置から他の辺
に平行になる位置まで回転させる。
【００２２】
　次に、図２を参照して、第１実施形態にかかる携帯光学装置１００の詳細な構成および
制御について詳述する。図２に示すように、本実施形態にかかる光学装置１００は、制御
部１１０と、表示部１２０と、操作部１３０と、音声入力部１４０と、音声出力部１５０
と、記憶部１６０と、無線通信部１７０と、光学部１８０と、位置検出部１９０とを備え
る。
【００２３】
　制御部１１０は、中央処理装置（ＣＰＵ）を含む半導体集積回路により光学装置１００
全体の機能を管理および制御し、例えば記憶部１６０のプログラムを用いて、通話機能、
メール送受信機能等を実行する。また本実施形態では、制御部１１０は、後述する位置検
出部１９０が検出した光学部１８０の位置に基づいて、表示部１２０に表示される画像お
よび光学部１８０が入出力する画像の方向（表示方向）や縦横比（縮尺）を制御する。な
お、その詳細については後に詳述する。
【００２４】
　なお、上記に限定されず、制御部１１０は、位置検出部１９０が検出した光学部１８０
の位置以外に、操作部１３０によるユーザ入力に基づいて、表示部１２０に表示される画
像および光学部１８０が入出力する画像の方向（表示方向）や縦横比（縮尺）を制御する
ことも当然に可能である。
【００２５】
　表示部１２０は、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ：Liquid Crystal Display）、ＥＬ(Elect
ro Luminescence)、ＰＤＰ(Plasma Display Panel)等で構成される。本実施形態において
表示部１２０は略長方形であり、筺体の正面に配置される。かかる表示部１２０は、写真
画像やアプリケーションの動作画面、通話における通話先や発信元などの情報をユーザに
対して表示することができる。
【００２６】
　操作部１３０は、光学装置１００へのユーザ入力を受け付ける。本実施形態では、操作
部１３０はタッチパネル方式を採用しており、透明または半透明の素材で形成されたポイ
ンティングデバイス（図示せず）が表示部１２０に重畳されている。これにより、ユーザ
Ｐによる直感的な操作を可能とし、また表示部１２０の面積を大きくとることができる。
なお、検知方法としては、圧力の変化を感知する感圧式、または静電気による電気信号を
感知する静電式のいずれを用いてもよいし、他の方法を用いてもよい。
【００２７】
　また上記構成とは別にまたは上記構成に加えて、操作部１３０を、キーボード、十字キ
ー、ジョイスティック等の複数の可動操作キー（ハードウェアキー）で構成してもよい。
ただし、操作部１３０をキーボード等によって構成する場合、これを筺体の正面に設ける
ことも可能であるが、好ましくは光学装置１００の側面に設けるとよい。これにより、表
示部１２０をできる限り拡大することができるからである。
【００２８】
　音声入力部１４０は、マイクやＡＤ変換部等の音声認識手段で構成され、通話時に入力
されたユーザの音声を光学装置１００（携帯電話）内で処理可能な電気信号に変換する。
音声出力部１５０は、スピーカやＤＡ変換部等で構成され、光学装置１００（携帯電話）
で受信した通話相手の音声信号を音声に変えて出力する。また音声出力部１５０は、着信
音や、操作部の操作音、アラーム音等も出力できる。
【００２９】
　記憶部１６０は、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＥＥＰＲＯＭ、不揮発性ＲＡＭ、フラッシュメモリ
、ＨＤＤ等で構成され、制御部で処理されるプログラムや通信データ等を記憶する。かか
る記憶部１６０には、光学部１８０が入出力する画像を記憶することもできる。
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【００３０】
　無線通信部１７０は、ＣＤＭＡ（Code Division Multiple Access）やＷｉＭＡＸ（Wor
ldwide Interoperability for Microwave Access）、ＴＤＭＡ／ＴＤＤ（ＰＨＳやＧＳＭ
）等の無線通信方式を通じて基地局１７０ａとの無線通信を確立し、通信相手との音声通
信やＷｅｂサーバとのデータ通信を行う。
【００３１】
　なお、本実施形態においては光学装置１００として携帯電話を例示しているため、必然
的に無線通信部１７０が設けられているが、光学装置１００が無線通信機能を必要としな
い電子機器である場合には、必ずしも無線通信部１７０を設ける必要はない。また無線通
信部１７０に替えて有線通信を行う有線通信部を設けてもよい。
【００３２】
　光学部１８０は、外部に対して画像を入出力する。画像の出力とは、いわゆるプロジェ
クタ機能による画像の投影である。画像の入力とは、いわゆるカメラ機能による画像の撮
影である。本実施形態において画像の投影と撮影は光軸の方向が反転するだけであって、
同列に扱うことができる。光学部１８０は、長方形形状の表示部１２０の辺（図３（ａ）
においては短辺）と平行な光軸１８０ｂを有し（図３参照）、略長方形の画像を入力また
は出力する。かかる光学部１８０は本体部１０２に対して回転可能な回転部１０４に設け
られている。そして、光学部１８０の光軸は、かかる回転部１０４の回転により、表示部
１２０の長辺と平行な方向に向けることもできる（図３（ｃ）参照）。回転部１０４の構
成および動作については後述する。
【００３３】
　本実施形態においては光学部１８０として、画像を投影する投影部（プロジェクタモジ
ュール）を例示する。これにより、当該携帯型光学装置１００をプロジェクタとして使用
することが可能となる。光学部１８０である投影部は、レンズ１８０ａや光源、投影用の
光透過液晶（不図示）などを備え、スクリーン等の投影対象に画像を投影する。
【００３４】
　位置検出部１９０は、光学部１８０の位置を検出する（図４ｂ参照）。具体的には、本
実施形態にかかる位置検出部１９０は、光学部１８０が表示部１２０の短辺または長辺の
いずれの辺と平行に位置しているか（レンズ１８０ａが表示部１２０の短辺側または長辺
側のどちらに位置するか）を検出する。これにより、制御部１１０が、光学部１８０の位
置に基づいて、表示部１２０に表示される画像および光学部１８０が入出力する画像の方
向（表示方向）や縦横比（縮尺）を制御することが可能となる。
【００３５】
　次に、制御部１１０による画像の方向（表示方向）および縦横比（縮尺）の制御につい
て説明する。図３は、第１実施形態にかかる携帯型光学装置１００の使用態様図である。
図３（ａ）は、ユーザＰが、図１（ａ）に示す光学装置１００の表示部１２０を横長に使
用して光学部１８０による画像の入出力を行う場合を例示している。この場合、光学装置
１００はユーザＰの正面に位置するため、ユーザＰが表示部１２０を視認する方向は前方
である。また光学部１８０のレンズ１８０ａもユーザＰの前方を向いており、光軸１８０
ｂは表示部の短辺と平行になるため、光学部１８０による画像の入出力方向はユーザＰの
前方である。したがって、上記の２つの方向は水平方向において同一方向となる。このた
め、ユーザＰは、表示部１２０に表示される画像と、光学部１８０により入出力される画
像とを、首を回したり姿勢を変えたりすることなく、好適に視認することができる。
【００３６】
　図３（ｂ）は、ユーザＰが光学装置１００の表示部１２０を縦長に使用して光学部１８
０による画像の入出力を行う場合を例示している。図３（ａ）に示した状態と比較すると
、ユーザＰは光学装置１００を水平面内で回転させて構え直している（持ち替えている）
。すると、ユーザＰが筺体（光学装置１００）を回転させたことにより、光学部１８０の
レンズ１８０ａはユーザＰの側方を向くこととなり、光学部１８０による画像の入出力方
向（光軸１８０ｂ）はユーザＰの側方となってしまう。したがって、上記の２つの方向は
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水平方向において異なる方向となってしまう。このため、ユーザＰは、表示部１２０に表
示される画像と、光学部１８０により入出力される画像とを、首を回したり姿勢を変えた
りしながら交互に確認して操作を行うこととなり、利便性が低下してしまう。
【００３７】
　そこで、本実施形態では、軸部１０６を軸として光学部１８０を回転させることにより
、光学部１８０の位置を変更する。図４は、回転部１０４の回転状態を示す斜視図である
。まず図４（ａ）に示すように回転部１０４を矢印の方向に回転させる。そして、回転部
１０４が約９０°まで回転すると、図４（ｂ）に示すように、筐体の角にある回転部１０
４が本体部１０２に対して交差するような状態となる。
【００３８】
　上記の状態から更に矢印の方向に回転させると、図４（ｃ）に示すように本体部１０２
と回転部１０４が面一（つらいち）となり、一体的な筐体を構成する状態となる。これに
より、光学部１８０の位置は、図４（ａ）に示す光学装置１００の長辺（所定の辺）から
、図４（ｃ）に示す光学装置１００の短辺（他の辺）に移動する。すなわち、光学部１８
０の位置が変わることにより、光軸１８０ｂが表示部１２０の１辺に平行な位置から他の
辺に平行になり、光学部１８０の画像の入出力方向が変更される。
【００３９】
　なお、回転部１０４は本体部１０２と一致した位置で簡易に固定することが望ましい。
簡易に固定とは、かばんの中などで不用意に回転しにくく、かつ意図的に回転させたい場
合には支障とならないように固定する意味である。具体的な機構の例としては、かんぬき
状のスライドロック、相互に係止するフック、可撓性のかぎ爪であるスナップフィットな
どを好適に用いることができる。また他の機構の例として、本体部１０２と回転部１０４
との対向面において、回転部１０４側には球体をその一部が突出するように付勢して配置
し、本体部１０２側には突出した球体の先端が嵌合するくぼみを設けてもよい。このとき
回転部１０４の各ポジションに対応して、くぼみを複数設けることが望ましい。
【００４０】
　上記の回転により、図３（ｃ）のように、ユーザＰが表示部１２０を縦長に使用する場
合であっても、光学部１８０による画像の入出力方向を前方に向けることができる。これ
により、ユーザＰの利便性を向上することが可能となる。
【００４１】
　したがって、上記構成によれば、ユーザＰは、略長方形の表示部１２０を縦長にまたは
横長に使用する場合のいずれにおいても、表示部１２０を視認する方向と光学部１８０の
入出力方向とが、水平方向において同一の方向となるように調節することができる。これ
により、光学部１８０と表示部１２０の両方を使用する際の利便性を向上することが可能
となる。また、光学部１８０がどちらの位置にあっても、筐体と一体的な形状をなすため
、美観を損ねることがない。さらに、軸部１０６を表示部１２０の表面と並行にすること
により、回転するための体積を要しないため、大型化を抑制することができる。
【００４２】
　本実施形態では、上記の軸部１０６は、表示部１２０の角を２分する直線１２０ｅ（図
４参照）と略平行に配置される。また、光学部１８０の光軸を軸部１０６の軸方向に対し
て約４５°傾けている。これにより、ユーザＰが表示部１２０を視認する方向と、光学部
１８０の入出力方向とを最も好適に同一の方向とすることができる。
【００４３】
　詳細には、ユーザＰが表示部１２０を視認する方向と、光学部１８０の入出力方向とを
同一方向とするためには、光学部１８０は、表示部１２０の上辺方向に光軸１８０ｂが向
く必要がある。縦長の表示部１２０をそのまま縦長に使用する場合には、表示部１２０の
上辺は短辺であり、縦長の表示部１２０を横長に使用する場合には、表示部１２０の上辺
は長辺であるため、表示部１２０の使用形態（縦長または横長）の変更に伴って、光軸１
８０ｂの方向も変更されなければならない。そして、表示部１２０の使用形態変更時にお
ける表示部１２０の上辺は、短辺から長辺（またはその逆）に９０°移動するため、その
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移動角を２分する直線、すなわち表示部１２０の角を２分する直線１２０ｅと平行に軸部
１０６を配置することにより、光学部１８０は軸部１０６を対象にして回転し、光軸１８
０ｂの方向を表示部１２０の上辺の移動に対応させることができる。
【００４４】
　なお、本実施形態においては、最も好適な例として、軸部１０６を直線１２０ｅと略平
行に配置したが、これに限定するものではない。したがって、ユーザＰが表示部１２０を
視認する方向と、光学部１８０の入出力方向とを水平方向において略同一とできるのであ
れば、若干のずれや傾きがあっても許容される。
【００４５】
　図５、図６および図７は、制御部１１０による画像の方向および縦横比の制御について
説明する図である。なお、以下の説明では、光学装置１００の表示部１２０を横長に使用
し、光学部１８０が表示部１２０の上辺側に位置する（レンズ１８０ａが長辺側に位置す
る）とき（図３（ａ）参照）に、表示部１２０の表示画像の上下と、光学部１８０により
投影される画像の上下が一致するものと仮定して説明する。また表示部１２０の四辺は、
短辺１２０ａおよび短辺１２０ｂと、長辺１２０ｃおよび長辺１２０ｄとから構成される
ものとする。
【００４６】
　まず、光学装置の表示部１２０を横長に使用して、光学部１８０による画像の出力（以
下、投影と称する）を開始する。すると、図５（ａ）に示すように、表示部１２０には長
辺１２０ｃを上辺として画像が表示される（正しい状態）。また光学部１８０の投影領域
１８０ｃには、表示部１２０に表示されている画像（以下、表示画像と称する）と同様の
投影画像１８０ｄが、かかる表示画像と上下方向が一致した状態で投影領域１８０ｃの全
域を使用して投影される（正しい状態）。
【００４７】
　ここで、ユーザＰが表示部１２０を縦長に使用するために筺体を９０°回転させると、
表示部１２０は、短辺１２０ａが上辺となる（図３（ｂ）参照）。そして、ユーザＰが、
自身の表示部１２０の視認方向と、光学部１８０の画像投影方向とを水平方向において一
致させるために回転部１０４を１８０°回転させると（図４参照）、これに伴って光学部
１８０も１８０°回転する。このとき、単に光学部１８０のみを回転させたままだと、回
転後の光学部１８０の投影画像１８０ｄは、図５（ｂ）に示すように、図５（ａ）の回転
前の投影画像１８０ｄを光学部１８０の回転角分（１８０°）回転させた状態となり、回
転前の投影画像１８０ｄの天地がさかさまになった画像となってしまう。
【００４８】
　そこで、制御部１１０は、位置検出部１９０が検出した光学部１８０の位置に基づいて
、光学部１８０における画像（投影画像１８０ｄ）を光学部１８０の回転角と同じ角度分
戻るように回転させる。本実施形態では、位置検出部１９０が、光学部１８０の位置が表
示部１２０の短辺１２０ａ側にあることを検知したら、制御部１１０は、投影画像１８０
ｄを１８０°分戻るように回転させる。これにより、図６（ａ）に示すように、回転後の
投影画像１８０ｄの位置関係（上下方向）を、図５（ａ）に示す回転前の投影画像１８０
ｄと同様にすることができる。
【００４９】
　上記の制御により、図６（ａ）では、投影領域１８０ｃの上下方向と投影画像１８０ｄ
の上下方向も一致し、かかる投影画像１８０ｄが正しい状態で投影された。しかし、図５
（ａ）から図５（ｂ）において表示部１２０を縦長に使用するために光学装置１００（筺
体）を９０°回転させたことにより、表示部１２０では、横長の表示画像が未だ９０°回
転した状態で表示されている。このような状態では、表示部１２０を正面（前方）に視認
できたとしても、ユーザＰが違和感を覚えてしまい、また表示画像を認識しづらいため使
い勝手がよくないものとなってしまう。
【００５０】
　そこで、制御部１１０は、位置検出部１９０が検出した光学部１８０の位置に基づいて
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、表示部１２０の表示方向を、光学部１８０側の辺が上方向となるように切り替える。す
なわち、制御部１１０は、光学部１８０の切り替えをスイッチとして、表示部１２０の画
面の縦横を切り替える。このとき、ユーザＰが光学部１８０を使用していると、表示部１
２０の光学部１８０側の辺が必然的に上方向となるため、かかる辺が上方向となるように
切り替える。
【００５１】
　具体的には、本実施形態において位置検出部１９０が、光学部１８０の位置が表示部１
２０の短辺１２０ａ側にあることを検知したら、制御部１１０は、表示部１２０の表示方
向（表示画像の上下方向）を、表示部１２０の上辺である短辺１２０ａが上方向となるよ
うに切り替える。より具体的には、表示サイズを若干縮小した上で、９０°回転を行うよ
う表示部１２０の有する表示バッファのメモリ内容を更新する。これにより、図６（ｂ）
に示すように、表示部１２０の上辺である（短辺１２０ａ）と表示画像の上辺とを確実に
一致させることができ、ユーザＰの違和感を解消し、使い勝手を向上させることが可能と
なる。
【００５２】
　上記の制御により、図６（ｂ）では、投影画像１８０ｄの上下方向と表示画像の上下方
向も一致し、これらが正しい状態で投影および表示された。しかしながら、図６（ａ）か
ら（ｂ）において表示部１２０の表示方向が切り替えられる際、図６（ａ）の表示画像の
サイズは、その横幅が長辺１２０ｃの幅から短辺１２０ａの幅に一致するように縮小され
る。このため、図６（ｂ）の表示部１２０には、図６（ａ）の表示画像の続きが表示され
た画像が表示画像として表示されることとなる。すると、表示画像の範囲と、投影画像の
範囲とが異なってしまうため、ユーザＰが表示部１２０に表示された画像と、光学部１８
０の投影画像を対比しづらい。
【００５３】
　そこで、制御部１１０は、位置検出部１９０が検出した光学部１８０の位置に基づいて
、光学部１８０における画像の縦横比を、表示部１２０の複数の辺のうち光学部１８０側
の辺を上方向としたときの表示部１２０の縦横比と一致するように切り替える。詳細には
、本実施形態では、位置検出部１９０が、光学部１８０の位置が表示部１２０の短辺１２
０ａ側にあることを検知したら、制御部１１０は、光学部１８０の投影画像の縦横比を、
表示部１２０の光学部１８０側の辺である短辺１２０ａを上方向としたときの表示部１２
０の縦横比と一致するように切り替える。具体的には、投影画像のサイズを、投影領域１
８０ｃの短辺側で投影画像の長辺が表示できるまで縮小するよう、光学部１８０の有する
投影用バッファのメモリ内容を更新する。これにより、図７（ａ）に示すように、投影画
像１８０ｄの縦横比と表示画像の縦横比とを確実に一致させることが可能となる。
【００５４】
　なお、制御部１１０は、図６（ａ）から図６（ｂ）のように表示部１２０における表示
画像の上下方向を切り替える際に、上述した制御に代えて、表示部１２０の表示を投影画
像にあわせるように制御してもよい。すなわち、制御部１１０は、位置検出部１９０が検
出した光学部１８０の位置に基づいて、表示部１２０の表示方向を、光学部１８０側の辺
が上方向となるように切り替え、且つ光学部１８０により入力または出力されている画像
の領域と一致する領域のみを表示部１２０に表示してもよい。
【００５５】
　上記の制御によれば、図７（ｂ）に示すように、表示部１２０には、表示画像の横幅が
長辺１２０ｃの幅から短辺１２０ａの幅に一致するように縮小され、且つ投影画像１８０
ｄと同一の領域の表示画像が表示される。これにより、表示画像と投影画像の方向、縦横
比、および表示範囲を一致させることができる。なお、表示部１２０の表示画像が表示さ
れていない領域にアイコン１３０ａ等を表示し、かかる領域を操作部１３０として使用す
ることができる。したがって、ユーザＰの利便性を向上することが可能となる。
【００５６】
　以上説明したように、第１実施形態にかかる光学装置１００によれば、軸部１０６を軸
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として回転部１８０を回転させることにより、光学部１８０の位置を移動させ、光軸１８
０ｂ、すなわち光学部１８０の画像の入出力方向を変更することが可能となる。したがっ
て、ユーザＰは、表示部１２０を縦長にまたは横長に使用する場合のいずれにおいても、
自身が表示部１２０を視認する方向と光学部１８０の入出力方向とを同一方向とすること
ができ、利便性が向上される。
【００５７】
　なお、上述した第１実施形態では、光学部１８０を投影装置とした場合を例示して説明
したが、これに限定するものではなく、光学部１８０を、画像を入力する撮像装置として
もよい。
【００５８】
（他の実施形態）
　本発明にかかる携帯型光学装置について、さまざまな他の実施形態について説明する。
なお、第１実施形態の光学装置を構成する部材と同様の機能構成を有する要素については
、同一の符号を付してまたは参照して説明を省略する。
【００５９】
　図８は複数の回転部を着脱可能および交換可能とした例を説明する図である。図８にお
いて光学装置２００の筺体は、本体部２０２と、後述する光学部２８０、２８２が設けら
れている回転部２０４ａおよび２０４ｂとから構成される。
【００６０】
　回転部２０４ａには、上記第１実施形態と同様に、光学部２８０として投影部（プロジ
ェクタモジュール）が設けられている。また回転部２０４ｂには光学部２８２として撮像
部（カメラモジュール）が設けられている。撮像部は、ＣＣＤ（Charge Coupled Device
）やＣＭＯＳ（Complementary Metal Oxide Semiconductor）等の受光素子や光源（共に
不図示）、レンズ２８２ａを備え、画像（静止画や動画）を撮像する。これにより、光学
装置２００をカメラとして使用可能となる。
【００６１】
　本体部２０２には挿入孔２０２ａ（挿入孔２０２ａはジャックである）が設けられてお
り、回転部２０４ａおよび２０４ｂには軸部としての接続端子２０６ａおよび２０６ｂが
各々設けられている（接続端子２０６ａ、２０６ｂは音声用プラグと似た形状である）。
これにより、挿入孔２０２ａに、接続端子２０４ａまたは２０６ｂを挿抜することにより
、本体部２０２に回転部２０４ａまたは２０４ｂを着脱可能（交換可能）となる。また軸
部が接続端子２０６ａおよび２０６ｂであることで、回転部２０４ａおよび２０４ｂは電
気的に接続したまま自在に回転可能となる。
【００６２】
　なお、本体部１０２と回転部２０４ａ、２０４ｂとの間の接続は、例えばシリアル通信
を用いれば電源線とＧＮＤ、信号の入出力で４線あれば足りる。したがって回転部２０４
ａ、２０４ｂは４極のプラグによって十分に構成することができる。また、プラグは一般
的に先端の細径部が抜け止めとなっているが、さらに既知の任意の構造によって抜け止め
を施してもよい。
【００６３】
　このように、回転部２０４ａおよび２０４ｂに軸部として設けられた接続端子２０６ａ
および２０６ｂにより、かかる回転部２０４ａおよび２０４ｂに設けられた光学部２８０
および２８２が本体部（筺体）に着脱して交換可能となる。したがって、光学装置２００
を、光学部２８０によりプロジェクタとして、光学部２８２によりカメラとして使用する
ことが可能となる。なお、回転部の種類は２つとは限らず、さらに多くの種類の回転部（
および光学部）を交換可能としてもよい。さらには、回転部にマイクユニットを備えても
よい。
【００６４】
　なお、本体部２０２に回転部２０４ｂが装着されている場合、すなわち当該光学装置２
００をカメラとして使用する場合には、制御部１１０は、位置検出部１９０が検出した光
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学部２８２の位置に基づいて、撮影画像の表示部１２０への表示状態（表示方向や縮尺）
を制御する。
【００６５】
　具体的には、位置検出部１９０が、光学部２８２の位置が表示部１２０の短辺側にある
ことを検出したら、制御部１１０は、撮影画像を表示部１２０に縦長に表示する。換言す
れば、表示部１２０を縦長に使用した場合（短辺が上辺および下辺となる場合）に撮影画
像の上下方向が一致するよう、表示部１２０に撮影画像を表示する。また位置検出部１９
０が、光学部２８２の位置が表示部１２０の長辺側にあることを検出したら、制御部１１
０は、撮影画像を表示部１２０に横長に表示する。換言すれば、表示部１２０を横長に使
用した場合（長辺が上辺および下辺となる場合）に撮影画像の上下方向が一致するよう、
表示部１２０に撮影画像を表示する。
【００６６】
　図９は光学部の投影領域および投影画像を正方形とした例を説明する図である。図９に
おいて投影部である光学部２８０は、第１実施形態の投影部である光学部１８０と比較し
て、入出力可能な領域が異なる。すなわち、光学部２８０は、入力または出力可能な領域
が正方形であり、光学部２８０における画像の長辺を正方形の辺と対応させた縮尺で画像
を入力または出力（投影）する。
【００６７】
　第１実施形態の光学部１８０は投影領域１８０ｃが長方形であった（図６参照）。これ
に対し、図９に示すように光学部２８０の投影領域２８０ｃは正方形である。したがって
、画像の形状（縦長または横長）に拘わらず、画像全体を、投影領域（入力または出力可
能な領域）に好適に投影することが可能となる。
【００６８】
　詳細には、第１実施形態の光学部１８０のように投影領域１８０ｃが長方形であると、
横長の長方形の表示画像を投影する場合には、投影領域のほぼ全域を使用して、表示画像
全体が好適に投影される（図５（ａ）参照）。これに対し、かかる長方形の投影領域１８
０ｃに縦長の長方形の画像全体を投影する場合には、投影する表示画像の縦幅を投影領域
の縦幅に合わせて縮小しなければならない。このため、投影画像が小さくなり、視認しづ
らくなってしまう。
【００６９】
　これに対し図９に示す構成では、投影画像を、その長辺と正方形の投影領域２８０ｃの
辺とを対応させて縮小する（縮尺をあわせる）。これにより縦長の長方形の画像は、図９
（ａ）に示すように、画像の長辺（縦幅）が投影領域の正方形の辺（幅）と対応し、投影
画像２８０ｄは、投影画像１８０ｄよりも大きく投影される。したがって、視認性を向上
することが可能となる。また図９（ｂ）に示すように、横長の長方形の画像においても、
画像の長辺（横幅）が、投影領域の正方形の辺（幅）と対応し、画像全体が投影領域に好
適に投影される。
【００７０】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について説明したが、本発明は
係る例に限定されないことは言うまでもない。当業者であれば、特許請求の範囲に記載さ
れた範疇内において、各種の変更例または修正例に想到し得ることは明らかであり、それ
らについても当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。
【００７１】
　なお、上述した携帯型光学装置に、例えば回転部を回転させるための駆動機構を設け、
表示部の縦長または横長を切り替えることにより、その上方向に光軸が向くように回転部
を回転させてもよい。
【００７２】
　また上述した実施形態では、光学装置１００にプロジェクタモジュールを有する回転部
１０４を設け（第１実施形態）、光学装置２００にプロジェクタモジュールを有する回転
部２０４ａおよびカメラモジュールを有する回転部２０４ｂを設ける構成について例示し
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たが（第２実施形態）、これらを組み合わせた構成としてもよい。したがって、光学装置
２００の構成を光学装置１００に適用してもよし、その逆も可能である。また光学装置１
００および２００における制御部の制御等においても、いずれの光学装置に適用すること
ができる。
【産業上の利用可能性】
【００７３】
　本発明は、プロジェクタ機能やカメラ機能に用いられる光学部を備える携帯型光学装置
として利用することができる。
【符号の説明】
【００７４】
Ｐ…ユーザ、１００…光学装置、１０２…本体部、１０４…回転部、１０６…軸部、１１
０…制御部、１２０…表示部、１２０ａ…短辺、１２０ｂ…短辺、１２０ｃ…長辺、１２
０ｄ…長辺、１２０ｅ…直線、１３０…操作部、１３０ａ…アイコン、１４０…音声入力
部、１５０…音声出力部、１６０…記憶部、１７０…無線通信部、１７０ａ…基地局、１
８０…光学部、１８０ａ…レンズ、１８０ｂ…光軸、１８０ｃ…投影領域、１８０ｄ…投
影画像、１９０…位置検出部、２００…光学装置、２０２…本体部、２０２ａ…挿入孔、
２０４ａ…回転部、２０４ｂ…回転部、２０６ａ…接続端子、２０６ｂ…接続端子、２８
０…光学部、２８０ｃ…投影領域、２８０ｄ…投影画像、２８２…光学部、２８２ａ…レ
ンズ

【図１】 【図２】
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